
特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

れ
た
知
的
好
奇
心
と
『D

ignity

』
を
結
び

つ
け
る
仕
組
み
を
構
築
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
」
と
語
る
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
同
校
で
は
教
科
の

授
業
の
中
で
「
問
い
」
を
見
つ
け
る
仕
組

み
を
模
索
し
て
い
る
。
現
在
検
討
し
て
い

る
の
は
、
各
教
科
で
生
徒
が
疑
問
に
思
っ

た
こ
と
や
知
識
・
理
解
を
深
め
た
い
と
思
っ

た
事
柄
を
、
そ
の
都
度
生
徒
が
専
用
ノ
ー

ト
に
書
き
留
め
、「D

ignity

」
の
授
業
で
「
問

い
」
を
立
て
る
際
に
、
そ
こ
か
ら
テ
ー
マ

を
選
ぶ
と
い
う
仕
組
み
だ
。
疑
問
や
関
心

を
持
っ
た
事
柄
を
書
き
留
め
、
分
類
す
る

こ
と
で
、
自
分
が
気
づ
か
な
か
っ
た
興
味

や
適
性
が
見
え
て
く
る
と
の
期
待
も
あ
る
。

　
も
う
１
つ
の
課
題
は
、「D

ignity

」
の
成

果
を
客
観
的
に
測
る
評
価
方
法
の
開
発
だ
。

現
在
、
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
に
沿
っ
た
ル
ー

ブ
リ
ッ
ク
作
成
の
真
っ
た
だ
中
に
あ
る
。

　「
情
緒
的
な
つ
な
が
り
が
従
来
の
日
本
の

教
育
の
特
徴
で
し
た
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社

会
で
は
日
本
的
な
価
値
観
だ
け
で
は
通
用

し
ま
せ
ん
。
教
育
を
科
学
的
に
捉
え
る
視

点
を
養
う
こ
と
で
、
学
校
全
体
の
教
育
力

を
さ
ら
に
高
め
て
い
け
る
よ
う
工
夫
し
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」（
柳
瀬
先
生
）

る
た
め
に
、
地
域
の
地
場
産
業
で
あ
る
石

州
瓦
に
ち
な
ん
だ
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
い
う
探
究
学
習
を
、
１
年

生
で
ス
タ
ー
ト
し
、
よ
り
生
活
や
地
域
に

根
差
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
目
指
し
た
。

　「
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
、
狭
い
意
味
で
の

進
学
先
選
択
や
職
業
選
択
に
と
ど
ま
ら

ず
、
社
会
の
中
で
の
生
き
方
、
あ
り
方

を
学
ぶ
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
、
地
域
の
課
題
を
探
究
し
て
い
く
中

で
学
ん
で
い
く
こ
と
が
、
身
近
で
リ
ア
リ

テ
ィ
ー
が
あ
る
と
考
え
ま
し
た
。
瓦
は
一

見
、
家
や
家
具
な
ど
目
に
見
え
る
も
の
だ

け
を
守
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
が
、

実
は
そ
の
下
に
は
人
々
の
生
活
や
喜
怒
哀

楽
と
い
っ
た
目
に
見
え
な
い
も
の
も
あ
り

　
島
根
県
立
江
津
高
校
は
、
島
根
県
中
央

部
の
日
本
海
に
面
す
る
江
津
市
に
あ
る
小

規
模
校
で
あ
る
。
人
口
減
少
や
産
業
衰
退

が
進
む
地
域
の
実
情
を
踏
ま
え
、
地
方
創

生
を
担
う
人
材
育
成
を
目
標
に
掲
げ
て
、

２
０
１
３
年
度
か
ら
３
年
間
、「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」
を
利
用
し
た
「Glocal 

Career Education

」（
Ｇ
Ｃ
Ｅ
）
と
称
す

る
キ
ャ
リ
ア
教
育
を
展
開
し
て
き
た
。

　
15
年
度
、
前
任
校
で
探
究
学
習
を
主

導
し
て
き
た
門
脇
勤
先
生
が
赴
任
し
た
の

を
機
に
、
同
校
は
探
究
学
習
の
再
編
に
乗

り
出
す
。
取
り
組
み
の
理
念
を
明
確
化
す

ま
す
。
探
究
学
習
を
通
し
て
、
そ
う
し
た

目
に
見
え
な
い
大
切
な
も
の
や
課
題
に
気

づ
き
、
そ
れ
を
守
っ
た
り
改
善
し
た
り
す

る
経
験
を
積
ん
で
ほ
し
い
と
思
い
ま
し

た
」
と
門
脇
先
生
は
語
る
。
同
校
の
キ
ャ

リ
ア
教
育
に
は
も
う
1
つ
課
題
が
あ
っ

た
。
探
究
学
習
や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
お
け
る

探
究
学
習

島
根
県
立
江ご

う

津つ

高
校

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
中
に
探
究
学
習
を
位
置
づ
け
、

社
会
に
お
け
る
自
分
の
あ
り
方
を
深
く
考
え
る

島
根
県
立
江
津
高
校
で
は
、
２
０
１
５
年
度
よ
り
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
称
し
、

地
域
の
強
み
・
弱
み
を
考
え
る
探
究
学
習
を
推
進
し
て
い
る
。
16
年
度
か
ら
は
ベ
ネ
ッ
セ
の

「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」
を
導
入
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
基
盤
と
し
、

そ
の
流
れ
の
中
に
探
究
学
習
を
位
置
づ
け
、
指
導
の
体
系
化
、
教
師
の
負
担
軽
減
を
図
っ
て
い
る
。

島
根
県
立
江
津
高
校

◎
「
思
慮
・
高
邁
・
貫
徹
」
を
校
訓
に
地
域
・
社
会

を
幸
せ
に
す
る
力
を
培
う
。
13
年
度
か
ら
３
年
間
「
地

域
で
つ
な
ぐ
キ
ャ
リ
ア
教
育
モ
デ
ル
事
業
」
の
指
定

を
受
け
た
。

◎
設
立
　
１
９
５
８
（
昭
和
33
）
年

◎
形
態
　
全
日
制
／
普
通
科
／
共
学

◎
生
徒
数
　
1
学
年
約
70
人

◎
２
０
１
６
年
度
入
試
合
格
実
績
︵
現
役
の
み
︶

国
公
立
大
は
、
和
歌
山
大
、
島
根
大
、
山
口
大
、
島

根
県
立
大
、山
口
県
立
大
に
12
人
が
合
格
。
私
立
大
は
、

京
都
精
華
大
、
摂
南
大
、
岡
山
理
科
大
、
広
島
文
教

女
子
大
、
広
島
工
業
大
、
福
山
大
、
徳
山
大
、
四
国
大
、

徳
島
文
理
大
、
福
岡
大
な
ど
に
延
べ
29
人
が
合
格
。

◎U
R
L

　http://w
w
w
.gohtsu.ed.jp/

島
根
県
立
江
津
高
校

門
脇
勤
　か
ど
わ
き
・
つ
と
む

教
職
歴
16
年
。
同
校
に
赴
任
し
て
２
年
目
。
キ
ャ
リ

ア
教
育
地
域
連
携
推
進
グ
ル
ー
プ
リ
ー
ダ
ー
。「
ど

ん
な
時
代
で
も
、
挑
戦
し
続
け
る
人
を
育
て
た
い
」

島
根
県
立
江
津
高
校

永
岡
徹
郎

　な
が
お
か
・
て
つ
ろ
う

教
職
歴
20
年
。同
校
に
赴
任
し
て
３
年
目
。

進
路
指
導
部
長
。「
生
徒
と
と
も
に
歩
み

た
い
」

「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で

地
域
に
根
差
し
た
探
究
学
習
を
開
始

19  October  2016
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地
域
人
材
に
よ
る
講
演
会
な
ど
個
々
の
内

容
は
優
れ
て
い
る
も
の
の
、
取
り
組
み
相

互
の
関
連
性
が
薄
く
、
す
べ
て
単
発
の
取

り
組
み
に
終
わ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
進

路
指
導
部
長
の
永
岡
徹
郎
先
生
は
次
の
よ

う
に
述
べ
る
。

　「
Ｇ
Ｃ
Ｅ
全
体
を
通
し
て
ど
の
よ
う
な

生
徒
を
育
て
た
い
の
か
が
見
え
に
く
か
っ

た
の
が
最
大
の
課
題
で
し
た
。
地
域
の
課

題
を
知
り
、
そ
の
解
決
策
を
考
え
る
こ
と

で
、
社
会
と
の
つ
な
が
り
を
実
感
し
、
自

身
の
進
路
を
主
体
的
に
考
え
て
ほ
し
か
っ

た
の
で
す
が
、
日
々
の
学
習
に
熱
意
を

持
っ
て
取
り
組
む
よ
う
な
成
長
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し
た
」

　
そ
こ
で
16
年
度
、
同
校
は
キ
ャ
リ
ア
教

育
の
体
系
化
を
実
現
す
る
た
め
に
、
学
校

の
方
針
と
コ
ン
セ
プ
ト
が
ほ
ぼ
一
致
し
て

い
る
ベ
ネ
ッ
セ
の
「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」
を

導
入
。
メ
ー
ン
教
材
で
あ
る
「
進
路
探
究

ワ
ー
ク
」
を
軸
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の

一
環
と
し
て
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
も
位
置
づ
け
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。

　
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
最
大
の
特
徴

は
、「
進
路
探
究
ワ
ー
ク
」（
図
1
）
の
探

究
の
ス
テ
ッ
プ
に
沿
っ
て
学
校
内
の
進
路

行
事
を
再
編
し
、
こ
れ
ま
で
単
発
的
に
行

わ
れ
て
い
た
個
々
の
取
り
組
み
の
つ
な
が

り
を
意
識
し
た
指
導
と
し
た
こ
と
だ
。

　
進
路
探
究
の
必
要
性
を
感
じ
さ
せ
る
こ

と
か
ら
同
校
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
は
ス
タ
ー

ト
す
る
。
４
月
の
新
入
生
宿
泊
研
修
で「
進

路
探
究
ワ
ー
ク
」
の
使
い
方
、
進
路
探
究

図１ キャリア教育の流れ（１年次）

地
域
の
課
題
に
つ
い
て
考
え
る

経
験
が
人
生
の
土
台
に
な
る

20 October  2016

＊学校資料を基に編集部で作成。

平成２８年度　キャリア教育のベースとなる学び
進路探究ワーク　１　（１年生用）
学期 日付 曜日 時間

（分）
探究
ステップ テーマ ねらい 備考

1

4月19日 火 50 課題設定 A　
進路探究を始めよう

なぜ進路探究が必要なのかを知る

進路探究をする上で大切なポイントを知る

今の自分を知り、高校生活で取り組みたい
ことの目標を立てる

•新入生宿泊研修の事前研修で
実施

4月26日 火 50 情報収集 B　
自分のことをもっと知ろう

将来の進路を考えるためには、自分を理解
することが大切だと知る

自分を理解するために、強みを見つける方
法を知って、実践できるようになる

自分の強みを将来どう生かしていきたいかイ
メージできるようになる

•新入生宿泊研修２日目に実施

6月21日 火 50 情報収集

C　
変わりゆく社会との
かかわり方から
職業・学問を探究しよう

社会が変化する中で、職業・学問も変化し
てきたことを知る

社会にはいろいろな課題があり、それぞれ
に職業・学問がかかわっていることを知る

自分たちが生きる社会は、自分の力でよくし
ていくことができることに気づく

•６月に
　保育所実習（家庭科）

7月6日 水 50 情報収集
D　
社会と“私の”かかわり方を
考えよう

社会の課題を解決するためには、様々なか
かわり方があることを知る

自分の進路についても、社会とどうかかわ
るかという視点で、考えられるようになる

自分が学びたい学問／働きたい職種・業種
の候補を挙げられるようになる

•７月26日（火）に
　GCE　KAWARAプロジェクト
　～江津市の強みと弱み講座～
　を実施（江津市総合戦略）
•学園祭初日に
　GCE　KAWARAプロジェクト
　～ポスターセッション～

2

9月13日 火 50 整理・
分析

E　
様々な観点から文理選択を
考えよう

文理選択において大切なポイントを理解す
る

自分の文理選択について複数の観点から考
える

自分の選択について選んだ理由が語れるよ
うになる

•９月に
　福祉施設実習（家庭科）
•１０月１９日（水）に
　キャリア教育講演会
•１０月or１１月に
　島根大学訪問を実施予定

10月18
日 火 50 整理・

分析

F　
経験を振り返り、
これからの進路を考えよう

これまでの高校生活でどんなことを学んだ
のかを振り返る

進路について今考えていることを整理する

これからの高校生活でどんなことに取り組
んでいきたいか考える

3

12月13
日 火 50 まとめ・

表現

G　
人に伝わる文章の書き方を
身につけよう

意見を伝える時には、そう考えた理由を示
すことが必要だと分かる

説得力のある理由を示すためのポイントに
ついて理解し、実践できるようになる

1月24日 火 50 まとめ・
表現

H　
探究してきた進路について
整理しよう

進路探究チェックに取り組み、進路探究へ
の取り組み度合いを確認する

進路探究レポートに取り組み、将来取り組
みたいことや卒業後の進路について述べる

•進路探究チェックと進路探究レ
ポートを提出すると、進路探究
の記録（生徒個人表）が返却さ
れる

3月15日 水 50 まとめ・
表現

I　
学びを振り返り、
今後の目標を立てよう

「進路探究の記録」を用いて、１年間の進
路探究の取り組みを振り返る

今後に向けて伸ばしていきたい観点を挙げ
られるようになる

今後取り組みたいことが具体的に決められ
る

•３月に
　GCE　KAWARA プロジェクト
発表会
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特
集
　
生
徒
・
教
師
・
教
科
が
つ
な
が
る
探
究
学
習

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
を
知
り
、
高
校
３
年
間

の
目
標
を
立
て
る
。
そ
の
上
で
、
自
分
の

こ
と
を
理
解
す
る
大
切
さ
を
知
り
、
自
分

の
強
み
を
見
つ
け
る
方
法
、
そ
れ
を
将
来

に
ど
う
生
か
す
か
を
考
え
さ
せ
る
。

　
６
月
は
「
変
わ
り
ゆ
く
社
会
と
の
か
か

わ
り
方
か
ら
職
業
・
学
問
を
探
究
し
よ
う
」

を
テ
ー
マ
に
職
業
・
学
問
に
対
す
る
理
解

を
深
め
、
自
分
の
進
路
と
社
会
と
の
か
か

わ
り
に
つ
い
て
考
え
る
。
こ
れ
と
併
せ
て

保
育
所
実
習
を
実
施
し
、
働
く
こ
と
の
意

味
を
実
地
で
経
験
す
る
と
と
も
に
、
翌
月

の
講
演
会
へ
の
参
加
を
見
据
え
、
外
部
講

師
を
招
い
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
方
法
や
マ

ナ
ー
を
学
ぶ
。

　
７
月
は
「
社
会
と
私
の
か
か
わ
り
方
を

考
え
よ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、「
進
路
探
究

ワ
ー
ク
」
で
社
会
の
課
題
を
解
決
す
る
た

め
の
か
か
わ
り
方
に
つ
い
て
学
ん
だ
上
で
、

「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
て

「
江
津
市
の
強
み
と
弱
み
講
座
」
を
実
施
。

雇
用
の
確
保
、
定
住
化
の
促
進
、
少
子
化

対
策
と
い
っ
た
、
市
が
抱
え
る
課
題
の
解

決
に
向
け
て
策
定
さ
れ
た
「
江
津
市
総
合

戦
略
」
の
４
つ
の
基
本
目
標
・
方
針
（「
し

ご
と
づ
く
り
」「
ひ
と
の
な
が
れ
」「
結
婚
・

出
産
・
子
育
て
」「
ま
ち
づ
く
り
」）
に
つ

い
て
、
市
が
推
薦
し
た
11
人
（
９
ブ
ー
ス
）

の
講
師
に
よ
る
講
演
・
質
疑
応
答
を
行
う
。

生
徒
は
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
各
ブ
ー
ス

の
話
を
聞
き
、
学
ん
だ
こ
と
や
考
察
し
た

こ
と
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
、
２
学
期
初

め
の
学
園
祭
で
グ
ル
ー
プ
発
表
を
行
う
。

　
地
域
の
課
題
を
テ
ー
マ
に
据
え
た
の

は
、
卒
業
後
、
江
津
市
を
離
れ
た
と
し
て

も
、
そ
の
体
験
が
生
徒
が
そ
れ
ぞ
れ
の
人

生
を
生
き
て
い
く
上
で
の
土
台
に
な
る
と

考
え
た
か
ら
だ
。「
よ
り
よ
い
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
構
築
す
る
力
は
、
ど
の
よ
う
な

地
域
・
職
場
で
あ
っ
て
も
必
要
で
す
。
江

津
市
の
課
題
は
あ
く
ま
で
学
び
の
素
材
に

過
ぎ
ま
せ
ん
。
地
域
の
課
題
に
気
づ
き
、

そ
れ
を
解
決
し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
人

生
を
た
く
ま
し
く
生
き
抜
く
原
点
に
な
る

と
思
い
ま
す
」
と
門
脇
先
生
は
語
る
。

　
９
月
は
文
理
選
択
に
向
け
て
、
選
択
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
、
選
択
理
由
に
つ
い
て

考
え
る
た
め
に
、
福
祉
施
設
実
習
や
識
者

を
招
い
て
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
な
ど

を
実
施
す
る
。
12
月
に
は
「
人
に
伝
わ

る
文
章
の
書
き
方
を
身
に
つ
け
よ
う
」
を

テ
ー
マ
に
、
意
見
を
伝
え
る
方
法
や
説
得

力
の
あ
る
表
現
方
法
に
つ
い
て
学
ぶ
。

　
そ
れ
ら
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、
２
学
期

の
期
末
考
査
後
か
ら
冬
季
休
業
に
か
け

て
、
個
人
で
取
り
組
む
課
題
研
究
の
テ
ー

マ
を
考
え
る
。
テ
ー
マ
は
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
学
ん
だ
内
容
、
あ

る
い
は
個
人
の
興
味
・
関
心
に
応
じ
た
内

容
の
い
ず
れ
か
で
、
担
任
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
な
が
ら
３
学
期
初
め
ま
で
に
決
定

す
る
。
こ
の
時
、
担
任
は
生
徒
の
希
望
進

路
や
文
理
選
択
の
結
果
を
踏
ま
え
、「
地

域
課
題
と
自
分
の
進
路
を
つ
な
げ
て
み
て

は
ど
う
か
」
な
ど
と
ア
ド
バ
イ
ス
を
与
え

な
が
ら
テ
ー
マ
を
焦
点
化
さ
せ
て
い
く
。

　
す
べ
て
の
生
徒
の
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た

段
階
で
、
学
年
主
任
と
進
路
指
導
課
が
相

談
の
上
、
学
年
団
の
担
任
・
副
担
任
に
１

人
十
数
人
の
担
当
生
徒
を
割
り
振
っ
て
レ

ポ
ー
ト
作
成
を
指
導
し
、
生
徒
は
３
月
の

「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
」

で
口
頭
発
表
を
行
う
。

　
た
だ
し
、
16
年
度
は
こ
の
口
頭
発
表
を

な
く
し
、「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」
の
提
出
課

題
で
あ
る
「
進
路
探
究
レ
ポ
ー
ト
」
の
提

出
に
代
え
る
予
定
で
あ
る
。「
１
・
２
年
次

３
学
期
の
探
究
学
習
は
、
い
ず
れ
も
教
師

１
人
あ
た
り
十
数
人
の
生
徒
を
担
当
し
て

い
ま
す
が
、
生
徒
の
人
数
が
多
く
、
き
め

細
か
い
指
導
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。『
進

路
探
究
ワ
ー
ク
』
は
、
課
題
設
定
か
ら

ま
と
め
・
表
現
の
方
法
ま
で
体
系
立
て
て

つ
く
ら
れ
て
お
り
、
教
師
の
サ
ポ
ー
ト
が

な
く
て
も
生
徒
自
身
が
自
ら
課
題
を
見
つ

け
、
探
究
し
て
い
く
方
法
を
身
に
つ
け
る

こ
と
も
で
き
ま
す
。
１
年
次
３
学
期
の
レ

ポ
ー
ト
は
生
徒
に
任
せ
、
１
学
年
の
教
師

を
２
年
生
の
指
導
に
充
て
る
こ
と
で
、
指

導
を
手
厚
く
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
」（
永
岡
先
生
）

　
２
年
次
は
「
自
分
は
社
会
の
た
め
に
何

が
で
き
る
の
か
」
を
テ
ー
マ
に
進
路
学
習

を
進
め
る
。
６
月
に
、「
進
路
探
究
ワ
ー
ク
」

で
自
分
が
し
た
い
こ
と
、
で
き
る
こ
と
を

整
理
し
、
目
標
実
現
の
た
め
に
今
や
る
べ

き
こ
と
を
挙
げ
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
続

い
て
、
上
級
学
校
で
の
学
習
や
企
業
で
の

教
師
の
サ
ポ
ー
ト
な
し
で

「
進
路
探
究
の
記
録
」を
作
成

志
望
理
由
書
の
作
成
と

課
題
研
究
の
テ
ー
マ
を
リ
ン
ク
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仕
事
に
つ
い
て
学
び
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て

７
月
の
「
課
題
探
究
講
座
」
で
３
日
間
、

計
６
時
間
を
か
け
て
個
人
の
課
題
研
究
の

テ
ー
マ
設
定
の
仕
方
を
練
習
す
る
。
こ
の

講
座
で
は
、
島
根
県
立
大
学
の
教
員
と

学
生
を
招
い
て
、
同
大
学
の
フ
ィ
ー
ル
ド

ワ
ー
ク
を
参
考
に
課
題
研
究
の
進
め
方
に

つ
い
て
レ
ク
チ
ャ
ー
を
受
け
た
後
、「
自

分
は
社
会
の
た
め
に
何
が
で
き
る
の
か
」

を
土
台
と
し
た
上
で
、
担
任
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
な
が
ら
研
究
テ
ー
マ
や
計
画
を

立
て
る
。
こ
の
時
、
生
徒
が
テ
ー
マ
設
定

で
つ
ま
ず
か
な
い
よ
う
、
生
徒
一
人
ひ
と

り
と
相
談
し
な
が
ら
詰
め
て
い
く
。

　
10
月
に
は
、
社
会
を
知
る
た
め
の
イ
ン

タ
ー
ン
シ
ッ
プ
を
実
施
す
る
。
江
津
市
・

浜
田
市
・
益
田
市
に
あ
る
大
学
や
専
門
学

校
、
市
役
所
、
医
療
セ
ン
タ
ー
、
企
業
な

ど
を
１
日
訪
問
し
て
見
学
・
職
場
体
験
を

行
う
。
そ
の
経
験
を
踏
ま
え
て
11
月
に
は
、

「
進
路
探
究
ワ
ー
ク
」
を
使
っ
て
社
会
で

役
立
つ
知
識
や
ス
キ
ル
、
自
分
の
ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
を
社
会
で
生
か
す
方
法
に
つ

い
て
学
び
、
仮
の
進
路
を
考
え
て
「
志
望

理
由
書
」
を
作
成
す
る
。

　
そ
れ
と
歩
調
を
合
わ
せ
て
、
11
月
の
期

末
考
査
後
か
ら
、
２
年
次
３
学
期
の
課
題

研
究
の
発
表
に
向
け
た
準
備
を
進
め
て
い

く
。
１
年
次
同
様
、
テ
ー
マ
が
決
ま
っ
た

段
階
で
学
年
団
の
教
師
に
担
当
生
徒
を
割

り
振
り
、
個
人
指
導
を
行
い
、
志
望
理
由

書
の
内
容
を
踏
ま
え
て
、
将
来
の
進
路
と

リ
ン
ク
す
る
よ
う
な
研
究
テ
ー
マ
に
つ
い

て
ま
と
め
て
い
く
。
3
月
に
は
、
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
を
使
っ
て
、
ク
ラ

ス
内
で
研
究
成
果
を
発
表
。
生
徒
の
相
互

評
価
、
教
師
の
評
価
、
及
び
研
究
分
野
の

バ
ラ
ン
ス
な
ど
も
配
慮
し
な
が
ら
ク
ラ
ス

代
表
を
決
め
、
代
表
者
は
「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
表
会
」
で
１
・
２
年

生
に
向
け
て
研
究
成
果
を
発
表
す
る
。

　
取
り
組
ん
だ
「
進
路
探
究
ワ
ー
ク
」
や

「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
ア

ウ
ト
プ
ッ
ト
は
１
冊
の
フ
ァ
イ
ル
に
蓄
積

し
て
い
く
。「
自
分
の
興
味
・
関
心
、
適

性
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
本
当
に
や
り
た

い
こ
と
は
何
か
を
知
る
た
め
に
は
、
個
々

の
取
り
組
み
を
取
り
組
ん
だ
ま
ま
に
す
る

の
で
は
な
く
、
生
徒
が
振
り
返
り
、
各
取

り
組
み
で
の
気
づ
き
や
疑
問
を
関
連
づ
け

て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
必
要
」
と
永
岡
先
生

は
強
調
す
る
。
取
り
組
み
を
蓄
積
し
て
い

く
こ
と
で
、
生
徒
は
志
望
校
決
定
や
推
薦
・

Ａ
Ｏ
入
試
の
志
望
理
由
書
を
書
く
際
に
、

高
校
時
代
の
活
動
を
容
易
に
振
り
返
る
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
教
師
も
、
初
め
て

受
け
持
っ
た
生
徒
で
あ
っ
て
も
、
生
徒
の

活
動
歴
を
す
ぐ
に
把
握
で
き
る
た
め
、
進

路
指
導
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
の
で
あ
る
。

　
探
究
学
習
の
評
価
も
「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」

の
導
入
に
よ
り
容
易
に
な
っ
た
。
１
年
次

最
後
の
レ
ポ
ー
ト
や
２
年
次
の
志
望
理
由

書
が
書
け
て
い
る
か
、「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」

に
き
ち
ん
と
取
り
組
ん
で
い
る
か
と
い
っ

た
点
が
評
価
の
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
。
そ
の

際
、
課
題
認
識
が
生
ま
れ
た
経
緯
、
ど
の

よ
う
に
課
題
を
解
決
し
た
い
の
か
と
い
っ

た
思
い
が
読
み
手
に
伝
わ
る
内
容
ほ
ど
高

い
評
価
を
受
け
る
。

　「
Ｋ
Ａ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
が

始
ま
っ
て
１
年
半
。
取
り
組
み
は
緒
に

就
い
た
ば
か
り
だ
が
、「
進
路
サ
ポ
ー
ト
」

を
軸
と
し
た
キ
ャ
リ
ア
教
育
の
流
れ
が

整
備
さ
れ
た
こ
と
、「
進
路
探
究
ノ
ー
ト
」

に
よ
っ
て
生
徒
の
活
動
を
可
視
化
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
こ
と
が
大
き
な
成
果
だ
。

　
課
題
は
探
究
学
習
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
、

特
に
生
徒
自
身
が
探
究
に
値
す
る
「
問
い
」

を
発
見
す
る
力
を
育
成
す
る
こ
と
だ
。
そ

の
た
め
に
は
、
教
科
の
授
業
と
の
リ
ン
ク

が
重
要
に
な
る
と
、
門
脇
先
生
は
語
る
。

　「
探
究
学
習
を
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
さ
せ
る

に
は
、
日
常
の
授
業
の
中
で
生
徒
た
ち
の

知
的
好
奇
心
を
刺
激
す
る
よ
う
な
『
問

い
』
を
意
識
的
に
投
げ
か
け
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
と
思
い
ま
す
。
す
ぐ
に
答

え
を
教
え
る
の
で
は
な
く
、
課
題
意
識
を

持
た
せ
る
よ
う
な
授
業
構
成
を
考
え
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
に
は
、
教

師
が
共
通
認
識
を
持
っ
て
、
教
科
の
授
業

は
も
ち
ろ
ん
、
部
活
動
や
学
校
行
事
な
ど
、

あ
ら
ゆ
る
場
面
で
、
生
徒
に
揺
さ
ぶ
り
を

か
け
て
い
く
こ
と
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ

う
。『
進
路
サ
ポ
ー
ト
』
の
活
用
が
先
生

方
の
目
線
合
わ
せ
の
第
一
歩
に
な
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
」（
門
脇
先
生
）

　
教
師
間
の
共
通
認
識
に
基
づ
い
た
教
育

活
動
全
体
で
の
揺
さ
ぶ
り
に
は
、
教
師
間

で
「
育
て
た
い
生
徒
像
」
を
共
有
し
、
各

教
科
で
進
め
て
い
る
ア
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
ー

ニ
ン
グ
の
普
及
を
加
速
さ
せ
て
い
く
こ
と

が
重
要
に
な
る
。
当
面
は
「
進
路
サ
ポ
ー

ト
」
の
活
用
を
通
し
て
キ
ャ
リ
ア
教
育
に

対
す
る
教
師
の
目
線
合
わ
せ
を
進
め
、
そ

の
後
、
研
修
会
な
ど
を
通
し
て
多
く
の
教

師
を
巻
き
込
ん
で
い
く
考
え
だ
。

授
業
や
部
活
動
で「
問
い
」を

投
げ
か
け
る
こ
と
が
大
切

キ
ャ
リ
ア
教
育
の
軌
跡
を

ス
ト
ッ
ク
す
る
こ
と
が
重
要
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